
　
経
済
産
業
省
は
、
　
月
　
日
か
ら
　

１０

２３

２９

日
を
「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動
促
進
週

間
」
と
定
め
、
高
圧
ガ
ス
に
よ
る
災
害

防
止
と
公
共
の
安
全
確
保
を
目
的
と
し

て
、
事
業
者
等
に
お
け
る
高
圧
ガ
ス
の

保
安
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
当
協
会
で
は
、
毎
年
こ
の
週
間
に
合

わ
せ
標
語
入
り
ポ
ス
タ
ー
を
全
会
員
事

業
所
へ
送
付
し
、
高
圧
ガ
ス
の
保
安
意

識
の
高
揚
及
び
保
安
活
動
の
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
週
間
に
お
け
る
保
安
に

関
す
る
重
点
目
標
と
し
て
以
下
の
項
目

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各
事
業

所
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
推
進
に
努

め
事
故
の
未
然
防
止
を
図
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

⑴
高
圧
ガ
ス
保
安
法
関
係

①
運
転
・
操
作
上
（
ソ
フ
ト
）
の
要
因

に
よ
る
人
的
被
害
が
多
い
こ
と
に
も

留
意
し
た
各
事
業
所
に
お
け
る
自
主

保
安
意
識
の
高
揚
並
び
に
保
安
対
策

に
係
る
教
育
・
訓
練
の
徹
底
及
び
見

直
し
に
よ
る
保
安
力
の
向
上

②
各
事
業
所
に
お
い
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
効
果
を
適
切
に
検
討
し
、

改
善
の
取
組
を
行
う
。

③
非
定
常
運
転
又
は
作
業
に
お
け
る
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
意
義
と
重
要
性
の
理
解

及
び
普
及
の
促
進

④
事
業
所
に
お
け
る
地
震
・
津
波
等
に

よ
る
大
規
模
災
害
に
対
す
る
防
災
意

識
の
高
揚
及
び
防
災
対
策
の
促
進

⑤
高
圧
ガ
ス
製
造
事
業
所
等
に
お
け
る

設
備
の
管
理
方
法
の
見
直
し
及
び
漏

え
い
等
の
未
然
防
止

⑥
高
圧
ガ
ス
利
用
者
（
特
に
、
溶
接
・

溶
断
を
行
う
者
並
び
に
コ
ー
ル
ド
エ

バ
ポ
レ
ー
タ
及
び
空
調
設
備
等
の
利
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経
済
産
業
省
は
、
本
年
３
月
、
２
０

２
０
年
度
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者

等
保
安
対
策
指
針
を
策
定
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
販
売
事
業
者
等
に
対
し
、
各
種
事
故

防
止
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
要
請
し
ま

し
た
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
時
点
の
目

標
と
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
に
よ
る
死

亡
者
ゼ
ロ
、
負
傷
者
　
人
未
満
を
目
指

２５

し
て
い
ま
す
。

　
同
省
は
本
年
度
も
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
需

要
が
増
加
し
始
め
る
　
月
を
「
Ｌ
Ｐ
ガ

１０

ス
消
費
者
保
安
月
間
」
と
定
め
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
販
売
事
業
者
等
に
対
し
て
は
更
な

る
注
意
喚
起
、
消
費
者
等
に
対
し
て
は

各
種
の
保
安
啓
発
活
動
等
を
集
中
的
、

重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
当
協
会
に
お
い
て
は
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
快

適
生
活
向
上
運
動
〝
も
っ
と
安
全
さ
ら

に
安
心
〟」
を
推
進
中
で
あ
り
、
各
販
売

事
業
所
及
び
認
定
保
安
機
関
に
お
い
て

は
、
積
極
的
な
保
安
確
保
を
お
願
い
し

ま
す
。

〔
保
安
月
間
の
実
施
重
点
項
目
〕

①
業
務
用
消
費
者
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｏ
中

毒
事
故
防
止
、
燃
焼
器
具
の
適
切
な

使
用
方
法
及
び
業
務
用
換
気
警
報

器
・
Ｃ
Ｏ
警
報
器
の
設
置
促
進
に
重

点
を
置
い
た
周
知
の
徹
底
を
図
る
。

　
業
務
用
厨
房
等
に
お
い
て
、
業
務
用

調
理
機
器
を
使
用
す
る
際
の
機
器
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
良
や
換
気
不
足
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
業
務
用
調
理
機
器
の

定
期
的
な
掃
除
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

充
分
な
換
気
の
重
要
性
を
周
知
す
る

こ
と
。

さ
ら
に
、
業
務
用
施
設
等
の
使
用
者
、

所
有
者
に
対
し
て
Ｃ
Ｏ
警
報
器
及
び

業
務
用
換
気
警
報
器
の
設
置
を
促
進

す
る
こ
と
。

②
一
般
消
費
者
等
に
対
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
販
売
事
業
者
等
が
行
っ
て
い
る
保

安
業
務
の
内
容
及
び
消
費
機
器
の
維

持
管
理
方
法
、
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
防
止

対
策
、
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
場
合
の

適
切
な
対
処
方
法
を
周
知
す
る
こ
と
。

③
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
に
起
因
す

る
事
故
の
防
止
対
策
で
は
、
供
給

用
者
）
に
お
け
る
保
安
意
識
の
向
上

⑦
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
、
バ
ラ
積
み
ト
ラ
ッ

ク
に
お
け
る
高
圧
ガ
ス
移
動
時
の
保

安
対
策
の
推
進

⑧
残
ガ
ス
容
器
の
く
ず
化
に
係
る
取
扱

い
の
周
知
の
徹
底

⑨
高
圧
ガ
ス
販
売
先
に
お
け
る
充
て
ん

容
器
等
の
盗
難
防
止
対
策
の
徹
底

⑵
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び

取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
関
係

①
業
務
用
消
費
者
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｏ
中

毒
事
故
防
止
、
燃
焼
器
具
の
適
切
な

使
用
方
法
及
び
業
務
用
換
気
警
報

器
・
Ｃ
Ｏ
警
報
器
の
設
置
促
進
に
重

点
を
置
い
た
周
知
の
徹
底

②
一
般
消
費
者
等
に
対
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
販
売
事
業
者
等
が
行
っ
て
い
る
保

安
業
務
の
内
容
及
び
消
費
機
器
の
維

持
管
理
方
法
、
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
防
止

対
策
、
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
場
合
の

適
切
な
対
処
方
法
の
周
知

③
高
齢
者
及
び
一
人
暮
ら
し
の
消
費
者

に
対
し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
を
安
全
に

使
用
す
る
た
め
の
保
安
啓
発

管
・
配
管
の
事
故
防
止
対
策
と
し
て

他
工
事
業
者
に
よ
る
埋
設
管
破
損
を

防
止
す
る
た
め
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事

業
者
は
、
ガ
ス
供
給
設
備
周
辺
で
他

工
事
の
計
画
が
あ
る
場
合
は
、
確
実

に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
知
ら
せ

る
よ
う
に
一
般
消
費
者
等
に
対
し
て

周
知
す
る
と
と
も
に
、
原
則
と
し
て

工
事
の
際
に
立
ち
会
う
こ
と
。

特
に
上
下
水
道
等
の
敷
地
内
工
事
に

よ
る
配
管
等
損
傷
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

一
般
消
費
者
等
の
み
な
ら
ず
、
上
下

水
道
等
の
工
事
関
係
者
に
対
し
積
極

的
な
周
知
を
行
う
こ
と
。

④
高
齢
者
及
び
一
人
暮
ら
し
の
消
費
者

に
対
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
を
安
全

に
使
用
す
る
た
め
の
保
安
啓
発
を
行

う
こ
と
。

⑤
災
害
発
生
時
に
お
け
る
保
安
確
保
の

た
め
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
昨

年
９
月
に
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
改
訂
し
て
お
り
、
災

害
発
生
時
に
お
い
て
は
同
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
い
た
取
組
を
着
実
に
実
施

す
る
こ
と
。

～
お
客
様
の
保
安
確
保
に
向
け
て
～
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７
月
　
日
に
福
島
県
郡
山
市
の
飲

３０

食
店
で
発
生
し
た
大
規
模
な
爆
発
事

故
を
受
け
、
経
済
産
業
省
ガ
ス
安
全
室

は
、
同
様
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

ガ
ス
の
安
全
な
使
用
に
つ
い
て
、
お
客

様
に
対
し
て
周
知
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
に
対

し
て
は
、
日
頃
の
調
査
・
点
検
等
を
確

実
に
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
故
の
原
因
は
現
在
も
調
査

中
で
す
が
、
原
因
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、

現
在
展
開
中
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
快
適
生
活

向
上
運
動
の
重
点
取
組
事
項
に
掲
げ

た
「
業
務
用
施
設
に
お
け
る
ガ
ス
警
報

器
と
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
連
動
遮
断
の

実
施
」
が
重
要
で
あ
る
と
、
改
め
て
認

識
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
及
び
認
定

保
安
機
関
に
お
い
て
は
、
業
務
用
施
設

に
お
け
る
ガ
ス
警
報
器
と
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
の
連
動
遮
断
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
経
済
産
業
省
か
ら
の
周
知
事
項

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

 経
済
産
業
省
か
ら
の
要
請
事
項
 

①
一
般
消
費
者
等
へ
の
ガ
ス
の
安
全

な
使
用
に
関
す
る
周
知
徹
底
に
つ
い
て

・
業
務
上
ガ
ス
を
使
用
す
る
一
般
消

費
者
等
が
休
業
等
で
ガ
ス
を
長
期

間
使
用
し
な
い
場
合
や
事
業
を
再

開
す
る
場
合
 、
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー

ム
等
工
事
を
行
う
際
に
は
 、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
販
売
事
業
者
等
に
連
絡
を
す

る
こ
と
 。

・
ガ
ス
く
さ
い
な
ど
異
常
が
あ
れ
ば

緊
急
連
絡
先
へ
連
絡
を
す
る
こ
と
。

・
ガ
ス
警
報
器
等
の
安
全
機
器
の
設

置
を
促
進
す
る
こ
と
 。

　
な
ど
、
日
頃
の
安
全
に
対
す
る
周

知
事
項
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
一
般

消
費
者
等
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
。

　
一
般
消
費
者
等
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

る
休
業
後
の
営
業
再
開
の
際
に
は
、

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
ガ
ス
機
器
及
び
安
全

設
備
に
つ
い
て
異
常
が
無
い
こ
と
を

確
認
す
る
な
ど
各
種
安
全
面
に
も
十

分
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

②
Ｌ
Ｐ
販
売
事
業
者
等
に
よ
る
日
頃

の
調
査
、
点
検
等
業
務
に
つ
い
て

・
日
頃
の
調
査
、
点
検
等
業
務
を
確

実
に
実
施
す
る
こ
と
。

福
島
県
郡
山
市
で
爆
発
事
故

　
　
　
経
済
産
業
省
は
注
意
喚
起
等
を
要
請

　
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
国
に
お
い
て
は
、
４
月
７
日
、

感
染
防
止
策
の
徹
底
を
図
る
た
め
緊

急
事
態
宣
言
を
発
出
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
協
会
本
部
で
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
第
９
条
第
３
号
に
基
づ
く
業

務
継
続
計
画
を
適
用
し
、
４
月
８
日
に

は
、
立
原
会
長
を
本
部
長
と
す
る
対
策

本
部
を
設
置
し
、
情
報
収
集
や
注
意
喚

起
、
国
な
ど
か
ら
の
情
報
提
供
に
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
協
会
に
お
い
て
は
、
会
議
、
講
習
会

な
ど
人
と
人
と
が
接
触
す
る
機
会
の

多
い
事
業
を
延
期
、
中
止
す
る
な
ど
の

対
策
を
取
り
、
会
員
間
の
感
染
防
止
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
　
特
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
お
い
て
は
、
生

活
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
社

会
的
役
割
も
大
き
く
会
員
の
感
染
か

ら
供
給
が
滞
る
事
態
に
な
ら
な
い
よ

う
注
意
を
払
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
我
々
業
界
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
高
圧
ガ

ス
の
販
売
事
業
者
や
貯
槽
、
製
造
所
の

事
業
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
扱
う
事
業
所
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
今
後

も
感
染
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
国
の
緊
急
事
態
宣
言
は
５
月
　
日
３１

で
解
除
さ
れ
、
協
会
本
部
の
対
策
本
部

も
解
散
し
ま
し
た
が
、
本
県
で
は
幸
い

に
も
ガ
ス
の
供
給
が
滞
る
事
例
や
貯

槽
、
製
造
所
に
お
い
て
稼
働
に
お
け
る

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
発
生
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
経

験
を
踏
ま
え
、
会
員
に
お
い
て
は
、
新

た
な
対
策
を
講
じ
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
ガ
ス
を
供
給
す
る
業
務
を
行

う
事
業
所
は
、
仮
に
感
染
し
一
時
的
に

休
業
し
て
も
業
務
を
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
の
策
定
や
、
系

列
事
業
所
間
に
お
い
て
供
給
に
係
る

一
時
的
対
応
体
制
を
構
築
し
て
お
く

こ
と
な
ど
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

継
続
的
に
稼
働
が
可
能
な
備
え

継
続
的
に
稼
働
が
可
能
な
備
え
をを

―
 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
 ―

継
続
的
に
稼
働
が
可
能
な
備
え

継
続
的
に
稼
働
が
可
能
な
備
え
をを

継
続
的
に
稼
働
が
可
能
な
備
え
を
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
は
、

９
月
末
現
在
、
国
内
で
は
累
計
で
８
３

０
１
３
名
、
そ
の
う
ち
死
亡
者
は
１
５

６
４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は

６
５
７
名
の
方
が
感
染
し
、
　
名
の
方

１７

が
死
亡
し
て
お
り
、
い
ま
だ
終
息
が
見

え
な
い
状
況
で
す
。

　
各
会
員
事
業
所
に
お
い
て
は
厳
し
い

経
営
環
境
が
続
い
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
事
業
継
続
計

画
を
基
に
関
係
事
業
所
と
の
連
携
な
ど

十
分
な
対
応
を
図
ら
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
お
客
様
が
安
心
し
て
高
圧
ガ

ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
業

所
内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
感
染
防
止

対
策
へ
の
取
り
組
み
内
容
を
掲
示
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

　
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
で
は
、
５
月
に

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
所
向
け
に
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

感
染
防
止
対
策
の
チ
ラ
シ
（
例
）
を
作

成
し
ま
し
た
の
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
以
外
の

一
般
高
圧
ガ
ス
事
業
所
に
お
い
て
も
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

・
マ
ス
ク
の
着
用
、
社
内
へ
の
入
館
、

入
室
時
の
手
指
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を

徹
底
す
る
。

・
事
務
所
、
会
議
室
等
の
換
気
を
頻
繁

に
行
う
。

・
社
内
会
議
に
つ
い
て
、
外
部
開
催
を

避
け
る
と
と
も
に
社
内
で
行
う
場
合

で
も
、
時
間
短
縮
や
会
議
出
席
者
の

絞
り
込
み
を
行
う
な
ど
、
極
力
、
大

人
数
で
の
会
議
は
避
け
る
。

・
時
差
出
勤
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す

る
。

・
自
社
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ

い
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
必
要
性
の
見
直

し
及
び
開
催
す
る
場
合
の
感
染
拡
大

防
止
策
を
実
施
す
る
。

・
感
染
防
止
の
た
め
の
入
場
者
の
整
理

（
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
対
応
。
発

熱
ま
た
は
そ
の
他
の
感
冒
様
症
状
を

呈
し
て
い
る
者
の
入
場
制
限
を
含

む
）
。

・
お
客
様
や
取
引
先
等
と
の
面
談
や
関

係
先
と
の
会
合
等
に
つ
い
て
も
、
延

期
可
能
な
も
の
は
延
期
し
、
電
話
や

メ
ー
ル
等
の
連
絡
手
段
で
済
ま
せ
る

な
ど
、
外
出
の
機
会
を
少
な
く
す
る
。

・
お
客
様
に
対
し
、
マ
ス
ク
着
用
の
呼

び
か
け
を
実
施
す
る
。

・
保
安
業
務
の
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

配
送
、
メ
ー
タ
ー
検
針
、
保
安
点

検
・
調
査
等
に
際
し
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
接
客
前
・
接
客
後
の
手
指
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
を
徹
底
す
る
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
恐
れ

を
理
由
と
し
て
お
客
様
が
消
費
設
備

調
査
を
拒
否
さ
れ
る
場
合
は
、
消
費

設
備
調
査
拒
否
と
し
て
取
り
扱
い
、

そ
の
旨
の
記
録
を
残
す
。

・
本
人
や
従
業
員
（
同
居
家
族
を
含

む
）
に
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
見
ら

れ
る
場
合
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
陽
性
と
さ
れ
た
者
と
の
濃
厚

接
触
が
あ
る
場
合
、
同
居
家
族
や
身

近
な
知
人
に
感
染
が
疑
わ
れ
る
方
が

い
る
場
合
、
過
去
　
日
以
内
に
政
府

１４

か
ら
入
国
制
限
、
入
国
後
の
観
察
期

間
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
国
、
地
域

等
へ
の
渡
航
並
び
に
当
該
在
住
者
と

の
濃
厚
接
触
が
あ
る
場
合
は
、
速
や

か
に
責
任
者
等
に
報
告
し
指
示
を
受

け
る
。

・
当
該
事
業
所
等
に
て
感
染
者
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
当
面
の
業
務
の
停

止
や
消
毒
等
の
適
切
な
措
置
を
講
じ

た
後
に
業
務
を
再
開
す
る
。

感
染
防
止
対
策
の
継
続
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス



　
前
回
の
会
報
１
８
４
号
で
ご
案
内

し
た
「
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ワ
ン
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
９
月
１

日
に
応
募
が
開
始
さ
れ
、　

月
　
日
で

１２

３１

締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、（
一
社
）
全

国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
需
要
開
発
推
進

運
動
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
ご
利
用
に
な
っ
て
い

る
お
客
様
を
対
象
に
、
機
器
の
取
替
え

や
新
規
購
入
を
促
進
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

需
要
拡
大
を
図
る
も
の
で
す
。

　
対
象
商
品
を
購
入
し
た
お
客
様
を

対
象
に
、
抽
選
で
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ギ
フ

ト
券
１
万
円
分
が
２
０
０
名
様
に
、
ま

た
、
高
級
食
材
等
ギ
フ
ト
券
１
万
円
分

が
３
０
０
名
様
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
機
器
は
、
Ｓ
ｉ
セ
ン

サ
ー
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
給
湯

器
、
温
水
暖
房
、
ガ
ス
衣
類
乾
燥
機
、

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
、
ガ
ス
炊
飯
器
で
、
パ

ロ
マ
、
パ
ー
パ
ス
、
ノ
ー
リ
ツ
、
リ
ン

ナ
イ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
製
に
限
り
ま
す
。

　
応
募
方
法
等
の
詳
細
は
、
各
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
販
売
事
業
所
へ
配
付
し
た
チ
ラ
シ

や
（
一
社
）
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s:/
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・
事
業
所
の
業
務
を
停
止
し
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
所
属
都
道
府
県

協
会
に
報
告
を
行
う
。

・
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
部
外
者

と
の
面
談
場
所
、
日
時
を
記
録
し

て
お
く
。

・
厚
生
労
働
省
や
地
方
公
共
団
体
等

が
発
表
し
て
い
る
情
報
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門

家
会
議
が
発
表
し
て
い
る
「
人
と

の
接
触
を
８
割
減
ら
す
　
の
ポ
イ

１０

ン

ト
」
や
「
『
新

し

い

生

活

様

式
』
の
実
践
例
」
や
動
向
等
を
注

視
し
て
対
応
す
る
。

・
ゴ
ミ
は
こ
ま
め
に
回
収
し
、
鼻
水

や
唾
液
な
ど
が
つ
い
た
ゴ
ミ
が
あ

る
場
合
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密
閉
す

る
。
ゴ
ミ
の
回
収
な
ど
清
掃
作
業

を
行
う
従
業
員
は
、
マ
ス
ク
や
手

袋
を
着
用
し
、
作
業
後
に
手
洗
い

を
徹
底
す
る
。

・
今
後
の
各
地
域
の
感
染
状
況
を
踏

ま
え
て
随
時
見
直
す
。

※
ト
イ
レ
関
係

・
便
器
は
通
常
の
清
掃
で
問
題
な
い

が
、
不
特
定
多
数
が
使
用
す
る
場

所
は
清
拭
消
毒
を
行
う
。

・
ト
イ
レ
に
蓋
が
あ
る
場
合
、
蓋
を

閉
め
て
か
ら
汚
物
を
流
す
よ
う
表

示
す
る
。

・
ハ
ン
ド
ド
ラ
イ
ヤ
ー
は
利
用
を
止

め
、
共
通
の
タ
オ
ル
は
禁
止
し
、

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
設
置
す
る
か
、

従
業
員
に
個
人
用
タ
オ
ル
を
持
参

し
て
も
ら
う
。

※
休
憩
・
休
息
ス
ペ
ー
ス
関
係

・
共
有
す
る
物
品
（
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子

な
ど
）
は
、
定
期
的
に
消
毒
す
る
。

・
使
用
す
る
際
は
、
入
退
室
の
前
後

の
手
洗
い
を
徹
底
す
る
。

・
喫
煙
を
含
め
、
休
憩
・
休
息
を
と

る
場
合
に
は
、
で

き
る
限
り
２

メ
ー
ト
ル
を
目
安
に
距
離
を
確
保

す
る
よ
う
努
め
、
一
定
数
以
上
が

同
時
に
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
入
ら
な

い
よ
う
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
追
設

や
休
憩
時
間
を
ず
ら
す
な
ど
の
工

夫
を
行
う
。

喫
煙
所
で
灰
皿
の
周
り
が
密
に
な

ら
な
い
よ
う
灰
皿
の
設
置
距
離
を

確
保
す
る
。

・
特
に
屋
内
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
、
常

時
換
気
を
行
う
な
ど
、
３
つ
の
密

を
防
ぐ
こ
と
を
徹
底
す
る
。

・
食
堂
な
ど
で
飲
食
す
る
場
合
は
、

時
間
を
ず
ら
す
、
椅
子
を
間
引
く

な
ど
に
よ
り
、
で

き
る
限
り
２

メ
ー
ト
ル
を
目
安
に
距
離
を
確
保

す
る
よ
う
努
め
る
。
施
設
の
制
約

な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
が
困
難
な
場

合
も
、
対
面
で
座
ら
な
い
よ
う
に

配
慮
す
る
。
ま
た
、
極
力
会
話
を

控
え
る
。

　
月
　
日
締
切

１２

３１

全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ワ
ン
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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本県における燃焼器具等未交換数の推移
集計：令和２年３月末現在

合 計
③

排気筒

②風呂釜①湯沸器
年度

合計ＥＦ式ＣＦ式合計ＥＦ式ＣＦ式開放式

5,4934093,036832,9532,0482795161,253H22年度

3,2923721,779351,7441,141231327583H23年度

4,2082692,535652,4701,404172384848H24年度

3,3662611,976451,9311,129169302658H25年度

2,4131271,528181,510758135204419H26年度

2,6401781,603201,583859144219496H27年度

2,3092201,293211,272796113219464H28年度

1,9452511,159231,13653585116334H29年度

1,4701518841087443550109276H30年度

1,813203838583377282103587R01年度

※①湯沸器②風呂釜は不燃防の付いていないもの　③排気筒は不具合のもの

本県における安全機器設置率・超過率等の推移と全国での順位
集計：令和２年３月末現在

調整器の

製造期間超過率

ヒューズガス栓の

設置率

ガス漏れ警報器の

設置率

マイコンメーターの

期限切れ率

19位3.75%H2239位94.83%H2244位59.45%H2239位0.79%H22

10位2.04%H2323位97.37%H2323位80.28%H2327位0.25%H23

22位3.59%H2435位96.67%H2445位61.32%H2436位0.32%H24

18位3.08%H2533位96.86%H2545位60.66%H2538位0.37%H25

17位2.23%H263位99.84%H2631位72.28%H2637位0.30%H26

17位2.24%H2715位98.61%H2742位62.27%H2739位0.30%H27

19位2.28%H2812位98.59%H2842位61.15%H2833位0.21%H28

19位1.98%H2913位98.90%H2942位62.38%H2938位0.22%H29

16位1.69%H309位99.33%H3039位65.62%H3035位0.16%H30

20位1.95%R013位99.87%R0136位66.29%R0129位0.15%R01

※各項目の位は全国４７都道府県での順位

　
（
一
社
）
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
で
は
、

会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
保

安
対
策
、
需
要
拡
大
、
環
境
対
策
、
競

合
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
の
現
状
及
び
進

捗
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
毎
年
３
月

末
現
在
で
燃
焼
器
具
交
換
・
安
全
機
器

普
及
状
況
等
調
査
を
全
国
的
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
末
に
お
け
る
本
県
の
調

査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
回
収
率
は
、
全
国
の
　
・
１
％
に
対

９３

し
本
県
は
　
・
１
％
で
し
た
。

８６

・
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
の
付
い
て
い

な
い
湯
沸
器
・
風
呂
釜
及
び
不
具
合

の
あ
る
排
気
筒
の
数
は
、
前
年
の
１
，

４
７
０
件
か
ら
１
，
８
１
３
件
に
増

加
し
ま
し
た
。

・
安
全
機
器
の
設
置
等
に
関
す
る
調
査

項
目
で
は
、
本
県
の
ヒ
ュ
ー
ズ
ガ
ス

栓
の
設
置
率
は
　
・
　

％
（
全
国
平

９９

８７

均
　
・
８
％
）
で
あ
り
、
調
整
器
の

９６
製
造
期
間
超
過
率
は
１
・
　

％
（
全

９５

国
平
均
２
・
　

％
）
で
あ
り
、
い
ず

５２

れ
の
項
目
も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

い
ま
し
た
が
、
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー

の
期
限
切
れ
率
は
０
・
　

％
（
全
国

１５

平
均
０
・
　

％
）
で
あ
り
、
ガ
ス
漏

１１

れ
警
報
器
の
設
置
率
は
　
・
　
％
（
全

６６

２９

令
和
元
年
度
燃
焼
器
具
交
換
・

安
全
機
器
普
及
状
況
等
調
査
結
果
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国
平
均
　
・
　
％
）
と
、
全
国
平
均

７７

０８

よ
り
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
展
開
中
の
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
快
適
生

活
向
上
運
動
〝
も
っ
と
安
全
さ
ら
に
安

心
〟」
に
お
い
て
、
本
県
の
重
点
項
目
の

一
つ
に
「
供
給
機
器
の
期
限
管
理
及
び

ガ
ス
漏
れ
警
報
器
の
設
置
促
進
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
の
で
、
各
販
売
事
業
所
に

お
い
て
は
、
お
客
様
へ
の
安
全
・
安
心

の
た
め
積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
本
県
の
平
成
　
年
度
か
ら
令
和
元
年

２２

度
ま
で
の
燃
焼
器
具
等
未
交
換
数
及
び

安
全
機
器
設
置
率
・
超
過
率
等
の
推
移

は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
全
国
的
に
展
開
し
て
い
る
「
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
快
適
生
活
向
上
運
動
〝
も
っ
と
安
全

さ
ら
に
安
心
〟
」
に
お
い
て
、
本
県
で

は
全
国
の
目
標
で
あ
る
「
重
大
事
故

（
Ｂ
級
以
上
事
故
）
ゼ
ロ
」
及
び
「
Ｃ

Ｏ
中
毒
事
故
ゼ
ロ
」
に
加
え
、
独
自
の

事
故
防
止
対
策
を
掲
げ
各
種
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
本
年
３
月
末
現
在
の

安
全
機
器
普
及
状
況
等
調
査
結
果
を

基
に
、
メ
ー
タ
ー
の
期
限
、
ヒ
ュ
ー
ズ

ガ
ス
栓
の
設
置
、
ガ
ス
漏
れ
警
報
器

の
設
置
（
業
務
用
、
共
同
住
宅
）
に
お

い
て
、
法
的
に
改
善
を
必
要
と
す
る

　
事
業
所
に
対
し
、
文
書
に
よ
り
改

９２善
を
要
請
し
ま
し
た
。
該
当
事
業
所

に
お
い
て
は
、
早
急
に
改
善
し
消
費

者
の
保
安
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
近
年
の
調
査
結
果
に
お
い

て
、
本
県
で
は
全
国
平
均
に
比
べ
て

特
に
メ
ー
タ
ー
の
期
限
切
れ
率
が
高

い
こ
と
、
ま
た
、
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
の

設
置
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
更
な
る

安
全
機
器
の
設
置
促
進
及
び
機
器
の

期
限
管
理
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
過
去
５
年
間
の
文
書
に
よ
る
指
導

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

R2年R元年H30年H29年H28年項　　目

54所52所63所50所89所マイコンメーターの期限切れ

16所10所21所61所63所ヒューズガス栓未設置

25所24所33所58所75所ガス漏れ警報器未設置（業務用）

25所22所40所64所74所ガス漏れ警報器未設置（共同住宅）

92所91所124所185所228所該当事業所数

～
販
売
事
業
所
へ
の

　
　
　
  文
書
指
導
を
実
施
～

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
安
全
機
器
の

設
置
等
促
進
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自主保安活動チェックシート集計結果〔令和２年４月30日現在〕

申告書配布事業所数　 881所 （昨年度 911所）
申告書回収事業所数　 856所 （　〃　 870所）
回収率　　　　　　　97.2％ （　〃　95.5％）

Ⅰ.保安方針

備考茨城県平均点項　　目

№１　保安体制・責任と権限の明確化

２点又は０点点1.6計画

①保安確保の目標管理 ２点又は０点点1.5実行

２点又は０点点1.4検討・評価

№２　安全機器等の設置の取組

２点又は０点点1.5設置推進
①ガス警報器

2点、1点又は0点点0.5設置率

２点又は０点点1.5設置推進
②漏洩検知装置

2点、1点又は0点点1.1設置率

２点又は０点点0.5設置推進
③集中監視システムの導入

3点、2点、1点又は0点点0.2導入率等

１点又は０点点1.0④安全装置付きガスコンロ

２点又は０点点0.7⑤ガス漏れ警報器連動遮断装置

２点又は０点点1.4⑥ガス栓カバー等

№３　予防保全（期限管理）

３点又は０点点2.4①調整器、高低圧ホースの定期交換

２点又は０点点1.6②定期交換の管理

２点又は０点点1.8③老朽化設備・機器の一掃

点18.6合　　計

Ⅱ.保安管理体制

備考茨城県平均点項　　目

№１　保安教育・資格取得

２点又は０点点1.7体制整備等

①保安教育の実施 ３点又は０点点2.1技術力向上指導

２点又は０点点1.9保安講習会参加

3点、2点又は0点点2.4②従事者の資格取得状況

№２　ＣＯ（一酸化炭素）中毒事故防止対策

２点又は０点点1.8①不完全燃焼防止装置が付いていない器具を使用している消費者への保安啓発活動

２点又は０点点1.9②消費設備の保安啓発活動

３点又は０点点2.2③不完全燃焼防止装置の付いている燃焼器への交換

３点又は０点点1.9④業務用厨房施設への法定周知以外の周知

３点又は０点点1.5⑤業務用厨房施設への業務用換気警報器の設置

№３　配管図面

３点又は０点点2.4①配管図面の保管

№４　埋設管の管理

２点又は０点点1.2①経年埋設管の交換

３点又は０点点1.8②他工事業者による事故防止対策

点22.9合　　計

Ⅲ.保安業務  （法定保安業務以外の自主的な保安高度化の取組）

備考茨城県平均点項　　目

№１　自主的な保安高度化の取組

3点、1点又は0点点1.6①法定期間内における供給設備点検頻度

3点、1点又は0点点1.5②法定期間内における消費設備調査頻度

２点又は０点点2.0③メータの異常表示の確認

３点又は０点点2.5④安全装置の有無の調査

№２　消費者保安啓発活動

３点又は０点点2.4①消費者への保安啓発活動

２点又は０点点1.4②１０月の消費者保安月間における消費者への保安啓発活動

３点又は０点点1.7③高齢者、身体の不自由な消費者等に対する特別な保安活動

２点又は０点点1.6④リコール対象品への対応

２点又は０点点1.6⑤長期使用製品安全点検制度への協力　

点16.3合　　計

Ⅳ.自然災害対策（災害対策への取組）

備考茨城県平均点項　　目

２点又は０点点1.2設置推進
①ガス放出防止型高圧ホース又はガス放出防止器の設置

3点、2点、1点又は0点点0.9設置率

３点又は０点点1.5②容器への鎖又はベルトの２本取付け

２点又は０点点1.2③防災訓練の実施又は参加

２点又は０点点1.4④災害マニュアル、災害対策指針等の整備等

２点又は０点点1.1⑤ハザードマップの活用

１点又は０点点0.8⑥災害発生時の対応について

点8.0合　　計

総合計（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ＋Ⅳ）

－点65.9
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Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
主
保
安
活
動
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
実
施
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事

業
者
の
保
安
水
準
を
自
ら
客
観
的
に
認

識
し
保
安
レ
ベ
ル
の
向
上
に
活
用
す
る

こ
と
が
目
的
で
、
経
済
産
業
省
の
保
安

対
策
指
針
や
本
県
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
快
適
生

活
向
上
運
動
の
重
点
項
目
に
も
掲
げ
て

い
ま
す
。
会
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

本
年
度
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
　
本
県
の
平
均
点
は
、
Ⅰ
保
安
方
針
が

　
・
６
点
、
Ⅱ
保
安
管
理
体
制
が
　
・

１８

２２

９
点
、
Ⅲ
保
安
業
務
が
　
・
３
点
、
Ⅳ

１６

自
然
災
害
対
策
が
８
・
０
点
、
総
合
の

平
均
は
　
・
９
点
（
昨
年
度
　
・
３
点
）

６５

６５

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
各
事
業
所
に
お
い
て
は
、
自
社
の
採

点
結
果
と
本
県
の
平
均
点
を
見
比
べ
、

更
な
る
自
主
保
安
の
高
度
化
を
目
指
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
主
保
安
活
動

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
集
計
結
果

第
１
回
茨
城
県
高
圧
ガ
ス

試
験
連
絡
協
議
会
を
開
催

　
７
月
　
日
、
令
和
２
年
度
第
１
回
茨

２９

城
県
高
圧
ガ
ス
試
験
連
絡
協
議
会
を
茨

城
県
産
業
会
館
会
議
室
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

の
委
託
に
よ
り
実
施
す
る
高
圧
ガ
ス
に

関
す
る
試
験
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
、
試
験
実
施
計
画
、
実
施
方

法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
協
議
会
で
は
、
令
和
元
年
度

事
業
報
告
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
、

試
験
事
務
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

試
験
科
目
免
除
の
特
例
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
国
家
試
験
は
、　１１

月
８
日
（
日
）
に
、
水
戸
啓
明
高
等
学

校
、
水
戸
英
宏
中
学
校
、
鹿
島
学
園
高

等
学
校
水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
、
茨
城
県
産

業
会
館
の
４
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

　
協
議
会
委
員
の
構
成
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
会
長

　
立
原
孝
夫
（
協
会
会
長
）

◎
副
会
長

深
澤
敏
幸
（
茨
城
県
消
防
安
全
課

　
　
　
　
　
産
業
保
安
室
長
）

鴨
川
安
男
（
茨
城
県
冷
凍
設
備
保
安

協
会
長
）

◎
委
員

宮
崎
雅
弘
（
茨
城
県
消
防
安
全
課

　
　
　
　
　
産
業
保
安
室
長
補
佐
）

白
川
　
勇
（
協
会
副
会
長
）

小
篠
一
雄
（
　
　
〃
　
　
）

鈴
木
正
人
（
　
　
〃
　
　
）

相
山
孝
志
（
　
　
〃
　
　
）

内
野
芳
男
（
　
　
〃
　
　
）

柳
川
隆
則
（
　
　
〃
　
　
）

坂
下
弘
之
（
　
　
〃
　
　
）

河
飯
　
裕
（
茨
城
県
冷
凍
設
備
保
安

協
会
専
務
理
事
）

郡
司
則
久
（
協
会
専
務
理
事
）

◎
幹
事

相
馬
久
仁
花
（
茨
城
県
消
防
安
全
課

産
業
保
安
室
主
任
）

阿
部
勝
雄
（
茨
城
県
冷
凍
設
備
保
安

協
会
事
務
局
長
）

　
　
月
８
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
る
高

１１
圧
ガ
ス
関
係
国
家
試
験
の
願
書
受
付
が
、

８
月
　
日
か
ら
９
月
２
日
に
行
わ
れ
ま

１７

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
書
面
及
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
請
に
よ
り
１
１
２
０
名
の
申

込
み
が
あ
り
、
昨
年
度
か
ら
２
６
８
名

減
少
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
で
、
申
込
者
数
が
減

少
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
昨
年
度
と
比

べ
全
体
的
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
特
に

丙
種
化
学
（
特
別
）
が
　
名
減
少
、
乙

７８

種
機
械
が
　
名
減
少
、
第
二
種
冷
凍
機

５８

械
が
　
名
減
少
、
第
三
種
冷
凍
機
械
が

４２

　
名
減
少
し
ま
し
た
。

４３　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
の
利

用
率
は
　
％
で
し
た
。

89

　
願
書
受
付
の
内
訳
は
、
次
表
の
と
お

り
で
す
。

高
圧
ガ
ス
国
家
試
験

　
　
　
願
書
受
付
状
況

昨年度
申　込
合　計

申込者数
項　　目

インターネット書　面

16714611630乙 種 化 学

9282775丙 種 化 学 (液 石 )

27719918217丙 種 化 学 (特 別 )

25019217715乙 種 機 械

120786018第 二 種 冷 凍

2261831749第 三 種 冷 凍

7574704第 一 種 販 売

16014112120第 二 種 販 売

2125232設 備 士

1,3881,1201,000120合 計

※全科目免除者３名含む



　
本
年
度
は
各
部
会
と
も
役
員
の
改
選

期
に
あ
た
る
た
め
、
７
～
８
月
に
開
催

し
た
役
員
会
に
お
い
て
新
役
員
候
補
を

選
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
定
款
第
　
条
第
２
項
の
規
定

３５

に
基
づ
い
て
　
月
　
日
に
開
催
さ
れ
る

１０

２８

理
事
会
に
お
い
て
、
正
式
に
選
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
茨
城
県

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
中
核
充
填
所
委
員
会
で
は
、

委
員
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
部
会
で
は
保
安
対
策
な
ど

各
種
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
終
息
し
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、

感
染
防
止
を
図
る
観
点
か
ら
、
講
習
会

等
の
開
催
に
つ
い
て
は
慎
重
に
判
断
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
各
事
業
所
に
お
い
て
は
、
支
部
や
地

域
会
か
ら
の
各
種
情
報
や
伝
達
事
項
に

つ
い
て
、
内
容
を
十
分
に
ご
確
認
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
各
部
会
等
の
役
員
名
簿
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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各
部
会
が
役
員
会
を
開
催

新
役
員
を
選
出

自家消費製造事業所部会　役員名簿

事業所名氏 名役職名

鹿島共同施設㈱坂下弘之部会長

大陽日酸東関東㈱土山大輔副部会長

大川運輸㈱大川光夫
副部会長
（鹿行地区液石消費部会長）

日本アドバンスロール㈱久賀谷康成
幹事
（県北地区液石消費部会長）

大陽日酸東関東㈱
日立営業所

森田英興
幹事
（日立地区ガス部会長）

大陽日酸東関東㈱
水戸製造所

山﨑宗紀
幹事
（水戸地区ガス部会長）

鹿島共同施設㈱後藤忠之
幹事
（鹿島東部地区部会長）

日本製鉄㈱
東日本製鉄所鹿島地区

但田賢哉
幹事
（鹿島高松地区部会長）

花王㈱鹿島工場池田勝志
幹事
（鹿島西部地区部会長）

三洋化成工業㈱
鹿島工場

坪内　隆
幹事
（波崎地区部会長）

富士特殊紙業㈱
筑波工場

小田島尚
幹事
（県南地区液石消費部会長）

日本エア・リキード合同
会社筑波ノースセンター

高橋秀仁
幹事
（県南地区ガス部会長）

(一財)
日本自動車研究所

鎌田　実
幹事
（学園地区ガス部会長）

三桜工業㈱
古河事業所

小林太志
幹事
（県西地区液石消費部会長）

欠　　員幹事（県西地区ガス部会）

液化石油ガス製造事業者部会　役員名簿

事業所名氏 名役職名

㈱ミトレン立原孝夫部会長

ミライフ㈱卸売東関東
営業部常陸基地

鈴木　努副部会長

㈱ミツウロコヴェッセル
東関東支店茨城営業所

石井大輔副部会長

岩谷産業㈱エネルギー
茨城支店

当摩　敦副部会長

関彰商事㈱古河ＬＰＧ
センター

相山孝志副部会長

㈱明治商会日立支店永井隆史幹 事（県北ブロック長）

㈱ＴＯＫＡＩ茨城支店清水広成幹 事（中央ブロック長）

㈱水郷ガスセンター邉田俊明幹 事（鹿行ブロック長）

㈱サイサン土浦営業所住谷典彦幹 事（県南ブロック長）

㈱常総ガス片野　徹幹 事（県西ブロック長）

東栄興産㈱勝間田宣昭幹 事

㈱ミトレン菊池裕次幹 事

㈱サイサンひたちなか
営業所

伊藤敦史幹 事

塚本産業㈱宇佐美信夫幹 事

ＬＰガス販売事業者統括部会　役員名簿

事業所名氏 名役職名

㈱ミトレン立原孝夫部会長（水戸支部長）

㈱白川商店白川　勇副部会長（鹿島支部長）

㈲ガスショップコシノ小篠一雄副部会長（結城支部長）

茨石商事㈱鈴木正人副部会長（土浦支部）

㈲共立住設機器村田純一幹事（日立地方支部長）

(名)三和米穀店栗田洋一幹事（ひたちなか支部長）

高畑燃料店高畑宗雄幹事（太田支部長）

㈲飯田屋商店飯田正博幹事（大宮大子支部長）

㈱スガハラ菅原一彦幹事（笠間支部長）

㈱内堀商店内堀芳幸幹事（行方支部長）

㈲菊地金物店菊地　啓幹事（江戸崎支部長）

㈲鈴木燃料店鈴木三明幹事（取手支部長）

関彰商事㈱下館
ＬＰＧセンター

橋本修男幹事（下館支部長）

㈱常総ガス稲葉　博幹事（常総支部長）

風見シティガス
エネルギー㈱

風見正一幹事（猿島地方支部長）

北東産業㈱髙橋直樹幹事（青年部長）

一般ガス部会　役員名簿

事業所名氏 名役職名

㈱宝山産業柳川隆則部会長　（鹿熔会長） 

㈱東海テック野村啓二副部会長（北熔会長） 

㈱鈴木商館筑波営業所矢口正之副部会長（霞酸会長） 

㈱水戸高圧ガスセンター森川勇人副部会長（水熔会長）

ＫＧＫサービス㈱古河工場大川原純副部会長（茨西会長）

㈱鈴木商館日立営業所　 口田雅也幹　事

大陽日酸東関東㈱
日立営業所

森田英興幹　事

小池酸素工業㈱茨城営業所國枝信成幹　事

弓山産業㈱佐川二也幹　事

大陽日酸東関東㈱
水戸営業所　 

坂本健司幹　事

㈱ＴＯＫＡＩ高圧
水戸営業所

中澤修治幹　事

エア・ウォーター・ハイドロ㈱
鹿島営業所

平川　登幹　事

大陽日酸㈱鹿島支店小林伸一幹　事

高圧ガス工業㈱鹿島事業所安部　悟幹　事

大陽日酸東関東㈱
土浦営業所

関田浩二幹　事

東京高圧山崎㈱
茨城営業所　 

河野貴紀幹　事

アイ・テック・サービス㈱
つくばガスセンター

井戸　博幹　事

カミマル㈱下館支店椙山明憲幹　事



　
茨
城
県
で
は
、
一
般
高
圧
ガ
ス
容
器

の
放
置
が
増
え
て
い
る
状
況
を
危
惧
し
、

平
成
　
年
　
月
に
、
容
器
管
理
に
お
け

２２

１２

る
具
体
的
な
対
策
を
示
し
た
指
針
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
一
般
高
圧
ガ
ス
販

売
事
業
者
が
納
入
し
た
容
器
が
お
客
様

か
ら
返
却
さ
れ
ず
、
工
事
現
場
、
山
林
、

河
川
敷
、
公
園
な
ど
に
放
置
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
お
客
様
が
容
器

管
理
を
行
う
う
え
で
遵
守
す
る
事
項
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
全
国
で
は
、
一
般
高
圧
ガ
ス
販
売
事

業
者
が
納
入
し
た
容
器
が
お
客
様
か
ら

長
期
に
わ
た
り
返
却
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
り
、
容
器
腐
食
に
よ
り
事
故
に
つ

な
が
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
で
は
、
一
般
高
圧
ガ

ス
販
売
事
業
者
が
納
入
し
た
容
器
に
つ

い
て
、
「
一
年
以
上
使
用
さ
れ
て
な
い

容
器
」
と
し
、
一
定
の
期
限
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
、
一
般
高
圧
ガ
ス
販
売
事
業
者

は
、
該
当
す
る
容
器
は
お
客
様
と
協
議

し
回
収
す
る
な
ど
、
容
器
管
理
の
徹
底

に
努
め
事
故
の
未
然
防
止
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
ガ
ス
部
会
で
は
、
毎
年
　
月
１

１０

日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
、

１０

３１

「
全
国
一
般
高
圧
ガ
ス
放
置
容
器
回
収

運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
所
有
者
不
明

容
器
及
び
紛
交
容
器
な
ど
の
回
収
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
期
間
に
回
収
さ
れ
た
容
器
は
、

　
月
中
に
協
会
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
、

１１容
器
所
有
者
が
判
明
し
た
容
器
は
、
会

員
相
互
に
お
い
て
　
月
中
に
返
却
を
行

１２

い
、
所
有
者
が
わ
か
ら
な
い
容
器
は
、

最
終
的
に
各
地
区
の
集
積
所
に
集
め
て

廃
棄
処
理
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
お
客
様
か
ら
協
会
本
部
へ
直

接
連
絡
が
入
る
こ
と
が
多
く
、
ほ
と
ん

ど
が
何
年
も
放
置
し
「
購
入
先
が
わ
か

ら
な
い
の
で
処
理
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
内
容
で
す
。

　
一
般
高
圧
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
お
い

て
は
、
お
客
様
の
容
器
管
理
を
徹
底
し
、

放
置
さ
れ
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
る

な
ど
事
故
の
未
然
防
止
を
図
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一般社団法人茨城県高圧ガス保安協会会報（11）　第185号

茨城県ＬＰガス中核充填所委員会　委員名簿

事業所名氏 名役職名

安立サービス㈱相澤　勝委員長

塚本産業㈱宇佐美信夫副委員長

㈱ミトレン菊池裕次委　員

東京ガスエネルギー㈱
日立充配センター

柳沼裕二委　員

㈱エネアーク関東茨城支店小島智之委　員

ミライフ㈱
卸売東関東営業部常陸基地

篠原浩司委　員

大丸エナウィン㈱関東支店木下大輔委　員

㈱サイサン土浦営業所住谷典彦委　員

堀川産業㈱茨城工場田口雅彦委　員

日通商事㈱水戸ＬＰガス事業所市丸智紀委　員

日東燃料工業㈱茨城ガスセンター鴨志田　渉委　員

オートガススタンド部会　役員名簿

事業所名氏 名役職名

㈱鹿島製油内野芳男
部会長
（鹿行ブロック長）

茨城通運㈱大宮充填工場青柳由勝
副部会長
（中央ブロック長）

塚本産業㈱宇佐美信夫
副部会長
（県南ブロック長）

関彰商事㈱
北茨城ＬＰＧセンター

佐藤　茂
幹　事
（県北ブロック長）

宇田川㈱宇田川俊明幹　事

関彰商事㈱
古河ＬＰＧセンター

武島宏治
幹　事
（県西ブロック長）

協会本部郡司則久幹　事

容器検査部会　役員名簿

事業所名氏 名役職名

㈲中屋高圧容器検査所小原恵一部会長

㈱ＴＯＫＡＩ茨城支店今井照美副部会長

丸大産業㈱杉山達也副部会長

茨
城
県
高
圧
ガ
ス
容
器
適
正

管
理
指
針
見
直
し
 

（
一
般
ガ
ス
部
会
）

「
一
年
以
上
使
用
さ
れ
て

な
い
容
器
の
対
応
を
」

（
一
般
ガ
ス
部
会
）

所
有
者
不
明
容
器
等
の
回
収

　
　
月
に
全
国
一
斉
運
動

１０
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Ｌ
Ｐ
ガ
ス
お
客
様
相
談
所

第
１
回
委
員
会
を
開
催

　
９
月
８
日
、
令
和
２
年
度
第
１
回
茨

城
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
お
客
様
相
談
所
委
員
会

を
茨
城
県
産
業
会
館
会
議
室
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
お
客
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
相
談
・
問
合
せ
等
に
対
し
、
適
切
か

つ
円
滑
に
対
処
す
る
た
め
、
相
談
内
容

へ
の
対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
会
議
で
は
、
相
談
事
例
（
４
月
～
８

月
）
の
説
明
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。　

　
委
員
の
構
成
は
次
の
と
お
り
。

◎
委
員
長

　
立
原
孝
夫
 （
協
会
会
長
）

◎
副
委
員
長

荒
井
英
明
（
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
長
）

◎
委
　
員

深
澤
敏
幸
（
茨
城
県
消
防
安
全
課

　
　
　
　
　
産
業
保
安
室
室
長
）

藤
原
正
子
（
茨
城
県
消
費
者
団
体

　
　
　
　
　
連
絡
会
副
会
長
）

瀧
ヶ
﨑
孝
子
（
茨
城
県
地
域
婦
人

　
　
　
　
　
　
団
体
連
絡
協
議
会
副

会
長
）

　
白
川
　
勇
（
協
会
副
会
長
）

　
小
篠
一
雄
（
協
会
副
会
長
）

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
統
括
部
会
で

は
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
【
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
】
及
び
【
支
部

活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
】
を
目
的

と
し
て
お
り
、
支
部
が
独
自
に
企
画
・

立
案
し
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
関
す
る
講
習
会

の
開
催
、
産
業
祭
へ
の
出
展
、
市
町
村

広
報
誌
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
、
自
主

防
災
訓
練
の
実
施
や
市
町
村
主
催
の
防

災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
に
補
助
す
る
も

の
で
す
。

　
補
助
額
は
、
１
事
業
あ
た
り
原
則
　１０

万
円
を
上
限
（
複
数
事
業
可
）
と
し
、

特
定
の
支
部
に
偏
ら
な
い
よ
う
バ
ラ
ン

ス
を
見
な
が
ら
予
算
の
範
囲
内
で
決
定

し
て
い
ま
す
。
実
施
期
間
は
、
４
月
１

日
か
ら
翌
年
２
月
末
日
ま
で
と
し
、
事

業
完
了
後
に
提
出
さ
れ
る
実
績
報
告
書

を
精
査
し
た
上
で
交
付
額
を
決
定
し
て

い
ま
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
地
元
産

業
祭
や
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
支
部
会

員
向
け
の
講
習
会
の
開
催
な
ど
は
実
施

が
困
難
と
思
わ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
日
立
や
笠
間
支
部

か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
広
報
誌
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
す
る
旨
の
申

請
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
二
次
申
請
書
提
出
期
間
は
８
月
１

日
か
ら
　
月
　
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

１０

３１

こ
の
提
出
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
急
遽

決
定
さ
れ
た
各
種
事
業
に
も
対
応
い
た

し
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
事
業
内
容
な

ど
の
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
全
て
の
支
部
が
、
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

提
案
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
、　

支
部
中
　
支
部

１５

１０

で
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
補
助
事
業

  ～
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
Ｐ
Ｒ
と

　
　
支
部
活
動
の
活
性
化
～
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処　理　内　容分類相　　談　　内　　容　年月日

　お客様の言うとおり、ＬＰガス料金は自由

料金制ですので、販売店によって違いがあり

ます。勧誘業者が言っていることは確かでは

ありません。県南地区の料金の平均価格と比

較しても、お客様の料金は安いと判断できま

す。

　何度も同じ勧誘業者が訪問する場合には、

特定商取引法（再勧誘の禁止）の話をされると

良いでしょう。

　また、現在供給を受けている販売店に相談

されるのも一つの方法です。

②　ガス料金は自由料金と聞いていましたが、

本日、ＬＰガスの勧誘業者が来て、政府が決

めた固定料金ですとの説明で、こちらからガ

ス料金の値上がりはしないのかと質問したと

ころ、しませんとの回答でした。本当ですか。

　現在の料金は３８０円/弱ですが、３００円/弱で

契約しますとのことです。

（かすみがうら市・女性）

172

　ＬＰガスの販売店を替えることはお客様の

自由となります。

　撤去費用等の請求については、液化石油ガ

ス法では消費者がＬＰガスの購入契約をした

際に、ＬＰガス販売店が消費者に対して交付

する１４条の書面に、ＬＰガス設備の撤去費用

の負担方法を記載することになっています。

その書面の内容を確認してください。その書

面等が無いのであれば、販売店に控えがある

と思いますので確認してください。販売店は

その契約書等をもとに請求すると思われます

ので、確認してみてください。

　もし、契約書や１４条書面が無いのであれば、

撤去費用等の支払い義務はないと思われます。

③　現在取引している販売店では、ＬＰガス料

金は集金に来ていただいていました。

　しかし、販売店から口座引き落としにして

くださいと言われ、自分としては引き落とし

にはしたくないので、もし集金が出来ないの

であれば販売店を替えたいと思って、販売店

にその旨を伝えたところ、設備の撤去費用が

かかると言われました。

　もう何十年と取引していて、契約書等を交

わした覚えもないです。

（不明･女性）

582

　ＬＰガスの料金は、ガソリンや灯油などと

同様に自由料金制であり、配送、設備やサービ

スを考慮して販売店が決めています。

　アパートの場合には戸建住宅と比べ設備等

の代金が上乗せとなっている場合があるので、

戸建住宅よりも料金が高くなることがありま

す。

　入居する時に料金の単価や計算方法などを

記載した１４条の書面というものを交付されて

いると思いますので確認してみてください。

①　東海村のアパートに７年前から住んでいま

すが、最近ガス料金の値上げが激しいと思い

ます。

　ガス料金とはどのような性格のものか教え

てください。

　神奈川県に住んでいた頃は都市ガスだった

ためかなり安かったです。

（東海村･男性）

682

　なぜ集金にかかる手数料が発生するのか、

販売店に詳しく説明を求めてください。

　ＬＰガスの料金は自由料金制になっており、

販売店によって違いがあります。なお、基本

的には基本料金の中に検針や集金にかかる管

理費用などが含まれていると思いますが、販

売店に確認し詳しく説明を受けてください。

①　Ａガスと長年取引しています。

　今までＬＰガス料金の支払いは集金に来て

もらっていましたが、来月からは集金の手数

料５００円がかかると言われました。

　なぜこのような手数料がとられるのか納得

がいきません。毎月支払いをしたら年間６,０００

円にもなってしまいます。

（小美玉市・女性）

1882

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

　
お
客
様
相
談
所

　
今
回
掲
載
す
る
個
別
相
談

記
録
は
、
令
和
２
年
７
月
か

ら
９
月
ま
で
の
間
に
消
費
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
　
件
の
相

１７

談
の
う
ち
、
４
件
の
概
要
で

す
。
　
各
会
員
に
お
い
て
は
、
こ

の
よ
う
な
相
談
事
例
を
今
後

の
保
安
や
販
売
業
務
等
に
活

か
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
分
類
及
び
そ

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
相
談
内
容
の
分
類
と
件
数
）

①
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
格
に
つ
い
て

（
４
件
）

②
販
売
店
の
移
動
に
つ
い
て

（
１
件
）

③
設
備
関
係
に
つ
い
て
　
　

（
１
件
）

④
保
安
に
つ
い
て
　
　
　
　

（
７
件
）

⑤
そ
の
他
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
全
般

に
つ
い
て

　
（
４
件
）

～
相
談
記
録
の
概
要
～



　
　
月
　
日
か
ら
　
日
の
１
週
間
は

１０

２３

２９

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動
促
進
週
間
」
と

な
り
ま
す
の
で
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
関

係
９
項
目
、
液
化
石
油
ガ
ス
法
関
係
３

項
目
（
項
目
の
詳
細
に
つ
い
て
は
１
～

２
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
重
点
目
標
の
達
成

を
目
指
し
た
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
茨
城
県
で
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業

所
等
へ
の
立
入
検
査
に
お
い
て
法
令
基

準
に
不
適
合
な
事
項
が
み
ら
れ
た
場
合
、

当
該
販
売
所
等
に
対
し
改
善
の
徹
底
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
立
入
検
査
に
お
い
て
指
導
を
受
け
た

場
合
は
、
法
令
基
準
に
適
合
す
る
よ
う

速
や
か
な
改
善
を
図
り
、
１
ヶ
月
以
内

に
改
善
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
得
な
い
理
由
で
改
善
に
時
間

を
要
す
る
場
合
に
は
、
適
正
な
改
善
期

限
を
設
け
て
改
善
計
画
を
作
成
・
報
告

し
、
改
善
後
に
は
必
ず
改
善
報
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
関
係
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
県
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ

け
ま
す
。
検
索
ワ
ー
ド
「
高
圧
ガ
ス
・

電
気
・
火
薬
に
関
す
る
許
可
・
届
出
に

つ
い
て
」

　
今
年
１
月
か
ら
８
月
の
間
に
、
県
内

に
お
い
て
４
件
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
盗

難
・
喪
失
が
発
生
し
て
お
り
、
　
㎏
容

２０

器
の
盗
難
が
３
件
の
ほ
か
質
量
販
売
の

容
器
（
８
㎏
×
５
本
）
の
盗
難
に
遭
っ

て
い
ま
す
。

　
容
器
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
プ
ロ

テ
ク
タ
ー
の
中
を
通
し
て
鎖
を
掛
け
た

り
、
容
器
同
士
を
連
結
す
る
な
ど
、
安

易
に
容
器
を
取
り
外
し
で
き
な
い
措
置

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
質
量
販
売

の
際
の
お
客
様
に
対
す
る
管
理
徹
底
の

周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
空
き
家
等
で
ガ
ス
を
閉
栓
し

た
際
に
は
、
容
器
の
盗
難
及
び
腐
食
に

よ
る
ガ
ス
漏
洩
防
止
の
た
め
、
早
急
に

容
器
を
撤
去
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
　
万
が
一
、
容
器
の
盗
難
が
発
覚
し
た

場
合
に
は
、
管
轄
の
県
窓
口
ま
で
直
ち

に
「
事
故
発
生
報
告
書
」
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
願

い
ま
す
。
ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後

日
事
故
届
と
併
せ
て
ご
報
告
願
い
ま
す
。

○
関
係
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
検
索
ワ
ー
ド
「
茨
城
県
液
化
石
油
ガ

ス
事
故
措
置
要
綱
」

　
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
　
　
　
　
　

県
北
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
４
（
８
０
）
３
３
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
４
（
８
０
）
３
３
５
７

日
立
商
工
労
働
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
４
（
２
１
）
６
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
４
（
２
１
）
６
７
１
２

鹿
行
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
１
（
３
３
）
６
０
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
１
（
３
３
）
５
６
３
８

県
南
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
（
８
２
２
）
７
０
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
（
８
２
２
）
９
０
４
０

県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
６
（
２
４
）
９
１
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
６
（
２
４
）
７
８
１
３

消
防
安
全
課
 産
業
保
安
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
Ｌ
Ｐ
）
０
２
９
（
３
０
１
）
３
５
９
４

（
高
圧
）
０
２
９
（
３
０
１
）
２
８
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
（
３
０
１
）
２
８
８
７
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令
和
２
年
度
高
圧
ガ
ス
保
安

活
動
促
進
週
間
の
実
施

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
所
等
に
対
す
る

指
導
事
項
改
善
の
徹
底
に
つ
い
て

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
の
盗
難
防
止

に
つ
い
て
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≪注意！あなたの土地が狙われています！≫
　「一時的に資材置場として貸してほしい」、「良い土で土地を埋め立ててあげます」などと、うまい話を持ち

かけられ、安易に同意してしまった結果、廃棄物を不法投棄されたり、無許可で建設残土を埋め立てられたり

する事例が発生しています。

　これらの責任や処理費用の負担は、行為者だけでなく、土地所有者に及ぶこともあります。

　不法投棄や不適正な土砂等の埋立て、野焼きを発見した場合は、直ちに専用ダイヤル「不法投棄１１０番」ま

で通報をお願いします。　

受付時間は平日の８時３０分～１７時１５分です。受付時間外は最寄りの警察署へ連絡してください。

問　茨城県廃棄物対策課　TEL 029（301）3033　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

※不法投棄・野焼きを見つけたら 不法投棄１１０番（０１２０－５３６－３８０）へ

　
（
一
財
）
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研

究
所
石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般

消
費
者
や
石
油
関
連
事
業
者
に
対
し
て
、

石
油
に
関
す
る
情
報
を
公
平
か
つ
公
正

な
立
場
で
提
供
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
の
地
域
別
の
平
均
値
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
８
月
末
現
在
、
本
県
の
基

本
料
金
の
平
均
値
は
消
費
税
込
で
１
，

７
４
０
円
で
あ
り
、
家
庭
用
小
売
販
売

価
格
の
平
均
値
は
、
基
本
料
金
と
消
費

税
込
で
、
５
弱
が
４
，
５
２
３
円
、
　１０

弱
が
７
，
２
２
８
円
、
　
弱
が
１
２
，

２０

３
０
４
円
、
　
弱
が
２
６
，
５
０
１
円

５０

で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、

今
後
、
一
般
消
費
者
に
よ
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
閲
覧
も
増
え
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業

者
に
お
い
て
も
市
況
情
報
を
定
期
的
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
:/
/
o
il-in
fo
.ieej.o

r.jp
/

家庭用小売販売価格基本料金

地域別
５０弱２０弱１０弱５弱

平均値
最高値

平均値
最高値

平均値
最高値

平均値
最高値

平均値
最高値

最低値最低値最低値最低値最低値

27,157 
44,000 

12,568 
19,520 

7,314 
11,650 

4,586 
6,400 

1,777 
2,880 

関東局
13,750 7,150 4,344 2,619 857 

26,501 
34,990 

12,304 
15,498 

7,228 
9,126 

4,523 
5,670 

1,740 
2,090 

茨城県
13,750 7,150 4,620 3,135 1,320 

27,468 
34,980 

12,708 
15,498 

7,494 
9,126 

4,667 
5,670 

1,778 
1,980 

県　北
19,120 8,710 5,240 3,350 1,320 

26,602 
28,990 

12,396 
13,440 

7,246 
7,610 

4,535 
4,700 

1,719 
1,780 

県　央
24,780 11,605 6,655 4,400 1,650 

25,891 
33,546 

12,119 
14,848 

7,193 
8,359 

4,495 
5,060 

1,684 
1,927 

鹿　行
20,020 9,460 5,830 3,795 1,500 

25,767 
34,990 

11,895 
15,190 

6,932 
8,590 

4,358 
5,290 

1,732 
2,035 

県　南
13,750 7,150 4,620 3,135 1,340 

26,449 
32,250 

12,319 
15,150 

7,232 
8,850 

4,535 
5,450 

1,751 
2,090 

県　西
20,108 9,086 5,313 3,426 1,540 

上記基本料金は、二部料金制での基本料金のみの最高値、最安値、平均値を示す。

液化石油ガスの平均販売価格 〔石油情報センター調査〕　

　（令和２年８月末現在）　　　　　　　　　　　　（単位：円 消費税込み）

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
市
況
調
査

～
８
月
末
集
計
～

いつもみんなでむらなくみはれ



▼
２
０
２
０
年
度
会
費
納
入
に
つ
い
て

　
ご
入
金
が
ま
だ
お
済
み
で
は
な
い
事

業
所
様
は
早
急
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
会
費
の
引
落
口
座
の
変
更
や
次
年
度

か
ら
の
引
落
し
を
ご
希
望
の
事
業
所
様
、

そ
の
他
ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
協
会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
「
点
検
」
と
偽
っ
た
強
盗
事
件
に
注
意

　
ガ
ス
等
の
点
検
や
検
針
を
装
っ
た
強

盗
事
件
が
首
都
圏
を
中
心
に
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
県
内
で
も
同
様
の
事
件
が

起
き
て
お
り
、
皆
様
の
大
切
な
お
客
様

を
守
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　
４
年
に
１
度
の
保
安
点
検
に
つ
い
て

は
、
特
に
委
託
を
し
て
い
る
場
合
は
、

消
費
者
に
、
ど
こ
の
会
社
が
点
検
を
行

う
等
の
説
明
を
再
度
し
て
い
た
だ
き
、

も
し
違
う
と
こ
ろ
か
ら
電
話
が
あ
っ
た

場
合
は
、
す
ぐ
に
自
社
へ
連
絡
す
る
よ

う
に
、
改
め
て
伝
え
て
お
く
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
回
の
事
件
は
前
も
っ
て
家
に
在
宅
し

て
い
る
か
ど
う
か
の
電
話
（
ア
ポ
電
）
を

し
て
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。
自
分
達
の
点
検
を
装
っ
て
事
件
を

起
こ
さ
れ
る
の
は
許
し
が
た
い
行
為
で
す
。

そ
の
よ
う
な
事
件
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
の
も
、
販
売
店
の
皆
様
方
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
問
題

も
あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い
と
は
存
じ

ま
す
が
、
自
社
の
点
検
方
法
等
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等
に
よ

り
消
費
者
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
、
皆

様
の
大
事
な
お
客
様
が
事
件
の
被
害
者

と
な
ら
な
い
よ
う
、
努
め
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

～
７
月
１
日
か
ら
　
月
２
日
～

１０

【
入
会
】

○
㈱
エ
ネ
ぽ
ー
と

　
潮
来
市
潮
来
５
０
９
―
１
―
１
０
８

　
岡
本
敏
之

【
住
所
の
変
更
】

○
昭
和
プ
ロ
パ
ン
㈲
　

　
稲
敷
郡
阿
見
町
中
央
４
―
４
―
　
→
１５

稲
敷
郡
阿
見
町
阿
見
４
５
５
４
―
２

○
㈲
小
林
商
店

　
取
手
市
小
文
間
５
５
３
８
→
取
手
市

小
文
間
５
５
２
７
―
１

【
代
表
者
の
変
更
】

○
須
藤
石
油
店
　
　
　
　
（
つ
く
ば
市
）

　
須
藤
実
→
須
藤
圭
子

○
理
﨑
商
店
　
　
　
　
　
　
（
行
方
市
）

　
理
﨑
祐
明
→
理
﨑
清
二
　

○
ニュ
ー
ク
リ
ア
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
㈱

　
山
内
純
一
→
南
雲
浩
行
　
（
東
海
村
）

○
や
さ
と
農
業
協
同
組
合
　
（
石
岡
市
）

　
浅
野
建
二
→
神
生
賢
一

○
㈱
伊
藤
商
店
　
　
　
　
（
龍
ケ
崎
市
）

　
伊
藤
和
雄
→
伊
藤
和
博

○
㈱
大
森
燃
料
　
　
　
　
　
（
大
子
町
）

　
大
森
章
江
→
大
森
慎
一

○
㈱
ス
ガ
ハ
ラ
　
　
　
　
　
（
笠
間
市
）

　
菅
原
一
彦
→
菅
原
 広
人

○
高
萩
商
事
㈱
高
萩
営
業
所
（
高
萩
市
）

　
山
口
直
樹
→
菊
池
節

○
高
萩
商
事
㈱
日
立
営
業
所
（
日
立
市
）

　
山
口
直
樹
→
菊
池
節

○
高
萩
商
事
㈱
十
王
営
業
所
（
日
立
市
）

　
山
口
直
樹
→
菊
池
節

○
高
萩
商
事
㈱
水
戸
営
業
所
（
水
戸
市
）

　
山
口
直
樹
→
菊
池
節

○
（
公
財
）
い
ば
ら
き
文
化
振
興
財
団

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館

　
小
澤
正
哉
→
藤
森
純
一
  （
大
洗
町
）

○
㈱
お
さ
の
　
　
　
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

　
清
水
芳
徳
→
清
水
将
徳

○
㈱
サ
イ
サ
ン
ひ
た
ち
な
か
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

　
住
谷
典
彦
→
伊
藤
淳
史

○
伊
藤
商
店
　
　
　
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

　
伊
藤
實
知
子
→
伊
藤
直
美

○
㈱
東
和
　
　
　
　
　
　
　
（
古
河
市
）

　
堀
江
和
弘
→
柏
﨑
昌
紀

○
鹿
島
共
同
施
設
㈱
　
　
　
（
神
栖
市
）

　
坂
下
弘
之
→
西
川
寧
人

【
脱
会
】　

○
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
係
　
　
　
　
　
　
７
社

○
一
般
ガ
ス
関
係
　
　
　
　
　
　
１
社

○
自
家
消
費
製
造
部
会
　
　
　
　
１
社

　
暑
い
夏
が
終
わ
り
、
過
ご
し
や
す
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
梅
雨
の
期
間
が
長
く
、
関
東

地
方
で
は
平
年
よ
り
　
日
遅
い
、
８
月

１１

１
日
に
梅
雨
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
８
月
は
猛
暑
が
続
き
、
９
月
に
入

り
徐
々
に
暑
さ
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て

き
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
自
粛
生
活
が
続
き
、

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
「
家
で
過
ご
す
時

間
の
増
加
」
「
消
費
傾
向
の
変
化
」
「
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
」
「
新
生
活
様
式
の
導

入
」
「
在
宅
勤
務
」
な
ど
、
新
し
い
習

慣
や
文
化
が
生
ま
れ
、
感
染
症
は
私
た

ち
の
生
活
を
変
化
さ
せ
た
と
も
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
食
料
品
な
ど
で
は
デ
リ
バ

リ
ー
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
需
要
が
増
え
、

ま
た
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
た
め
パ
ソ

コ
ン
や
周
辺
機
器
な
ど
を
購
入
す
る
方

が
増
え
ま
し
た
。

　
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
私
た
ち
の
価
値
観
も
大
き
く

変
わ
り
、
時
代
も
変
革
期
に
差
し
か

か
っ
て
い
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
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